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有機農業産地づくり推進対策事業実施計画の策定について 

１．経緯 

  令和４年７月に環境と調和のとれた食料システムの確立のための環境負荷低減事

業活動の促進等に関する法律（令和４年法律第３７号。以下「みどりの食料システム

法」という。）が施行されたことに伴い、全国的に有機農業への機運が高まってきて

いると判断し、本市としても有機農業の推進に取り組んでいきたいとの考えから、令

和５年２月にみどりの食料システム戦略推進交付金（有機農業産地づくり推進事業）

に応募いたしました。

  応募に際し、事業実施主体を加東市農業再生協議会とし、有機農業実施計画（以下

「計画」という。）の策定及び計画の実現に向けた取組を実践しています。 

 みどりの食料システム戦略推進交付金の 7つのメニュー 

２．進捗 

  令和５年度中の計画策定に向けて、生産者を含めた関係団体へのヒアリングや検討

を行いましたが、具体的な行動を伴う計画にする必要があることから、調査・研究に

時間を要し、結果、本市の実態に即した具体的な内容等を盛り込んだ計画には至って

いません。 

  しかしながら、みどりの食料システム戦略推進交付金交付等要綱において、「計画

は事業開始年度の翌年度の４月末までに提出するものとする。」と規定されているこ

食料システム戦略推進交付金 

推進体制整備 グリーンな栽培体系への転換サポート 

有機農業産地づくり推進 

（本市が応募したメニュー） 

有機転換推進事業 SDGs 対応型施設園芸確立 

地域循環型エネルギーシステムの構築 

持続可能なエネルギー導入・環境負荷低減

活動のための基盤強化対策 
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とから、令和５年度中に計画を策定すべく他市町の計画を参考に、現時点で検討した

内容を盛り込んだ計画を公表しています。（P９参照） 

令和５年度実施内容 

 (1)計画の策定に向けた検討（団体ヒアリング含む。） 

開催時期：令和５年６月～令和６年３月 

検討内容：・有機農業産地づくり推進事業について 

       ・有機農業実施計画について 

       ・有機農業生産者の現状について 

 (2)有機農業に関するセミナーの開催 

開催内容：有機農業（BLOF 理論）セミナー 

開催時期：令和６年３月 

開催場所：加東市社福祉センター 

参加人数：６３人 

 (3)個別商談会への参加の促進 

  (4)マルシェ（生産者が直接消費者に商品を販売するイベント）への出店の促進 

・オーガニックのつどい 2023 

開催時期：令和５年１０月 

開催場所：神戸市 

・かとうファーマーズマルシェ 

 開催時期：令和５年６月～令和６年１月（計６回） 

  開催場所：滝野にぎわいプラザ 

３．今後の取組 

上記の意見交換会等では様々な意見・要望が出されましたが、優先的 ・実現的等の 

近々の動き 

・令和６年５月９日に加東市議会と市民（加東市のオーガニックビレッジを推進する

会）との意見交換会 （オーガニックビレッジ宣言後の予算立てについて）が開催され

た。 

  →市民からは「行政主導で有機農業を推進してほしい」などの意見があった。 

・令和６年５月３１日に市長と市民（加東市のオーガニックビレッジを推進する会）と

の意見交換会（オーガニックビレッジ宣言等）が開催された。 

  →市民からは「市長がリーダーシップをとって進めてほしい。交付金を上限まで要望 

してほしい」などの意見 ・要望があり、市長からは「有機農業を実施し、規模等の 

拡大を検討される中で何に困っているのかなど具体的な提案をして欲しい」など意

見・要望に対し回答している。 
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観点から今後、次のとおり取り組むこととします。 

有機農業を推進するためには、有機農業を営む生産者を増やすことが最優先である

と考え、令和６年度は、研修会や販売店との商談会など地道な取り組みを実施する予

定としています。 

こういった取組を展開するとともに、有機農家や関係団体へのヒアリングを経て、

今後必要な制度を検討していきたいと考えています。 

その検討結果をもって、必要な事業を展開するにあたり、予算が必要となれば、積

極的に国の交付金を要望していきます。 

また、計画変更の検討中であっても、有機農業の推進に有効な事業であれば、当交

付金を活用することができます。交付金があるから、それを消化するために事業を展

開するのではなく、必要な事業を実施していくことで有機農家の増加、ひいては、有

機農業の継続的な推進に繋げたいと考えています。 

その他、加東市のオーガニックビレッジを推進する会から提案いただいた事項につ

いても、計画に位置付けることが妥当と判断できれば、計画に盛り込むとともに、他

市町の情報収集を行い、本市が目指すべき方向性と同じ方向性の先進地が確認できた

場合は、より詳細に実態を把握していきたいと考えています。 

なお、計画変更が加東市農業再生協議会で承認された際には、オーガニックビレッ

ジ宣言を正式に行う予定としています。 

令和６年度実施予定内容 

(1)計画の変更手続き 

   ７月～９月 計画変更に向けた検討 

   ９月    加東市農業再生協議会での承認手続き 

   １０月   オーガニックビレッジ宣言 

 (2)有機農業に関するセミナーの開催 

   開催時期：未定 

   開催場所：加東市 

 (3)マルシェ等への出店の促進 

・かとうファーマーズマルシェ 

開催時期：令和６年５月～令和７年１月（計６回） 

    開催場所：滝野にぎわいプラザ他 

   ・その他 未定 

 (4)北播磨地域における生産・販路拡大のための現地検討会（商談会）の開催 

   開催時期：加東市役所他 

   開催時期：令和６年１１月 

 (5)他市町への実施状況等の調査 

   ・第１回オーガニックライフスタイル EXPO West in 京都 2024 に参加  
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